
Q.今後の公共交通の展望は
A.利用ニーズに応じた交通の実現 A.瓦屋根の助成実施に向け推進

Q.
住
民
の
声
を
ど
う
反
映
す
る
の
か

A.
必
要
な
時
に
必
要
な
措
置
を
と
る

Q.防災リフォーム補助金創設は

さ く  の け い こ  
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つ よ し

　
令
和
５
年
９
月
定
例
会
お
い

て
、
各
交
通
事
業
者
に
対
し
て
、

令
和
６
年
４
月
以
降
の
運
行
に
向

け
て
、
対
応
方
針
や
既
存
の
ダ
イ

ヤ
の
維
持
を
ど
の
よ
う
に
要
請
し

て
い
く
の
か
、
今
後
の
公
共
交
通

に
つ
い
て
と
題
し
て
質
問
を
し
た
。

　
と
よ
や
ま
タ
ウ
ン
バ
ス
の
令
和

６
年
４
月
１
日
の
ダ
イ
ヤ
改
正
に

つ
い
て
、
①
所
要
時
間
の
延
長
、

②
南
ル
ー
ト
の
減
便
、
③
北
ル
ー

ト
の
最
終
便
短
縮
の
３
つ
の
改
正

点
が
広
報
と
よ
や
ま
３
月
号
に
掲

載
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
に
よ
り
、

ド
ラ
イ
バ
ー
の
休
息
・
休
憩
の
確

保
に
よ
る
安
全
安
心
な
運
行
の
確

保
や
既
存
の
運
転
手
に
よ
っ
て
可

能
な
限
り
の
利
便
性
が
保
た
れ
て

い
る
。

　
他
の
地
域
で
は
、
利
便
性
が
低

下
す
る
交
通
機
関
が
多
数
あ
る

が
、
タ
ウ
ン
バ
ス
の
改
正
は
、
通

勤
通
学
の
時
間
帯
の
利
便
性
が
維

持
さ
れ
て
い
る
。
今
回
の
ダ
イ
ヤ

改
正
の
結
果
に
至
る
ま
で
に
は
、

町
と
バ
ス
事
業
者
と
の
間
で
幾
度

に
も
渉
る
調
整
を
さ
れ
た
と
聞
い

て
お
り
、
昨
年
に
は
、
議
員
有
志

に
よ
り
各
バ
ス
事
業
者
に
要
望
も

さ
せ
て
い
た
だ
い
た
。

　
公
共
交
通
を
取
り
巻
く
社
会
情

勢
は
、
人
手
不
足
な
ど
依
然
と
し

て
厳
し
い
中
、
超
高
齢
化
社
会
の

到
来
に
よ
り
、
公
共
交
通
を
主
体

と
し
た
移
動
支
援
は
喫
緊
の
課
題

と
な
っ
て
い
る
。

Q
町
と
し
て
、
今
回
の
ダ
イ
ヤ

改
正
の
評
価
は
ど
の
よ
う
に

考
え
て
い
る
の
か
。

A
産
業
建
設
部
長

ダ
イ
ヤ
改
正
の
影
響
を
最
小

限
に
と
ど
め
る
べ
く
、
バ
ス
事
業

者
と
の
協
議
を
進
め
る
中
で
、
バ

ス
事
業
者
に
お
い
て
も
新
た
に
運

転
手
を
採
用
し
て
い
た
だ
く
な
ど
、

最
大
限
の
努
力
を
し
て
い
た
だ
い

た
。
そ
の
結
果
、
１
便
の
減
少
は

あ
っ
た
も
の
の
、
通
勤
・
通
学
の

時
間
帯
で
あ
る
朝
と
夜
の
運
行
に

つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
と
ほ
ぼ
同

じ
時
間
帯
で
の
運
行
を
維
持
す
る

こ
と
が
で
き
た
。
こ
の
点
に
つ
い

て
、
評
価
で
き
る
も
の
と
考
え
て

い
る
。

　
要
望
活
動
を
行
っ
た
議
員
の
皆

さ
ま
に
お
礼
を
申
し
上
げ
る
。

Q
令
和
６
年
度
の
事
業
に
、
デ

マ
ン
ド
型
交
通
の
実
証
実
験

の
予
算
が
あ
る
。
デ
マ
ン
ド
型
交

通
を
含
め
、
今
後
の
公
共
交
通
の

展
望
を
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る

の
か
。

A
産
業
建
設
部
長

デ
マ
ン
ド
型
交
通
の
実
証
実

験
に
つ
い
て
は
、
豊
山
町
地
域
公

共
交
通
計
画
に
定
め
た
「
多
様
な

交
通
サ
ー
ビ
ス
と
の
連
携
や
新
た

な
交
通
サ
ー
ビ
ス
の
導
入
」
の
実

現
に
向
け
て
行
う
も
の
で
あ
る
。

　
詳
細
は
事
業
者
と
の
調
整
で
決

定
す
る
が
、
タ
ク
シ
ー
を
活
用
し

て
一
定
期
間
、
利
用
者
の
ニ
ー
ズ

に
合
わ
せ
た
運
行
を
行
い
た
い
。

ま
た
、
対
象
の
方
を
限
定
し
、
一

定
の
負
担
を
お
願
い
し
た
い
と
考

え
て
い
る
。

　
今
後
の
展
望
に
つ
い
て
は
、
定

時
定
路
線
バ
ス
に
限
ら
ず
一
人
ひ

と
り
の
利
用
ニ
ー
ズ
に
応
じ
た
交

通
手
段
に
よ
り
、
誰
も
が
、
安
全

安
心
で
便
利
に
、
行
き
た
い
と
こ

ろ
に
行
け
る
地
域
公
共
交
通
の
実

現
を
目
指
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

　
今
回
の
実
証
実
験
で
は
「
デ
マ

ン
ド
型
交
通
」
の
本
町
へ
の
導
入

の
可
能
性
や
諸
課
題
に
つ
い
て
し

っ
か
り
確
認
し
て
い
く
。

ダイヤ改正後も利便性が保たれる


